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は じ め に
サミュエル・テイラー・コウルリッジ（Samuel Taylor Coleridge, 1772-
1834）の超自然を扱う作品群，いわゆる「幻想詩（visionary poems）」は，彼
の創作の重要な側面を特徴づける。特に，一般に代表作として挙げられる
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要　　　旨
コウルリッジ（Samuel Taylor Coleridge）の代表作の多くは「夢」に深く関
わっている。彼の書簡や覚書には，夢，特に悪夢の内容の記録や，睡眠に関す
る記述が数多く，特に覚書には，夢を契機とする活発な精神活動の痕跡が，生
の闘いの記録として刻まれている。彼の人生は，肉体的苦痛と共に歩む人生で
あり，持病の対症療法としての阿片の服用は，副作用と罪悪感をもたらし，彼
の夢の経験にも影響を与えることになる。1816年に 2つの幻想詩と共に出版さ
れた ‘The Pains of Sleep’（1803年執筆）は，彼の悪夢体験を赤裸々に伝え，悪
夢体験を契機とする彼の詩や思索の発展の出発点とも言える「痛み」が描かれ
る。書簡や覚書に読み取れる彼の身体や病についての意識，夢に関する洞察を
参照しながら，‘The Pains of Sleep’ という作品の持つ「痛み」の意味を考察す
る。
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3 つの作品―1798年『抒情民謡集（Lyrical Ballads）』初版に収録された
物語詩 ‘The Rime of the Ancient Mariner’，その出版と近い時期に執筆され
た ‘Kubla Khan’，そして1798年春に第 1部，ドイツ留学をはさんで1800年
に第 2部が書かれ，その後完成を断念した未完の物語詩 ‘Christabel’―
は，いずれも「夢」や「眠り」に深く関わる重要な作品である。
一方，実生活で，コウルリッジは睡眠障害に悩まされ，悪夢に苛まれる
経験を繰り返した。彼の人生は概して苦痛と共に歩む人生で，幼いとき
患ったリューマチ熱に端を発する持病がもたらす痛みに加え，持病の対症
療法として服用した阿片剤は，彼の身体に副作用をもたらしただけでな
く，その習慣性は彼を抜き差しならないジレンマに追い込み，彼が抱える
さまざまな問題につきまとう不安，焦燥，罪悪感などの負の感情にも作用
したと見られる。彼は友人知人に宛てた書簡の中で自らの病気の苦痛や睡
眠障害を訴えることもしばしばだったが，Kathleen Coburn監修の『ノー
トブック（The Notebooks）』には，彼を苦しめた悪夢の内容の生々しい記録，
夢・睡眠に関する観察と考察の記述が数多く見出され，夢を契機とする活
発な精神活動の痕跡が，生の闘いの記録のように刻まれている。1805年 9
月 7 日の覚書（CN II, 2666）には，人として男として盛りと言っていい時
期に，「毎晩床に就いて眠りに落ちることを恐れ，その恐れから，何度も，
何度も，毒を呷る誘惑に駆られて」過ごしてきた年月を振り返り衝撃を受
けている生身の男の姿がある。また，その後に書き添えられた 1日前の
日付の書き込みには「頭の回りでブンブンいっていた蚋を罵った
4 4 4
せいで，
痛み（Pain from having cursed a gnat that was singing about my Head）」とあり，
‘Ancient Mariner’ の水夫の呪わしい体験さえ想起させる。
『ノートブック』は，コウルリッジの鋭敏な自己意識，無意識や潜在意
識など意識の重層性に関する考察を含む心理学的記述に満ちている。こう
した覚書に注目することで気づかざるをえないのは，重要な洞察・省察の
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多くが，夢を見る体験，あるいは夢・眠りについて考える経験を契機とす
るものであること，そしてそれが彼自身の身体性にいかに深く根ざしてい
るかである。彼は自分の見た悪夢の内容を詳細に書き留めるだけでなく，
悪夢を見る前後あるいは睡眠中の自分の体勢や健康状態を書き留め，悪夢
経験に顕著となる二重感触（double touch）などの感覚作用や，入眠時・覚
醒時の移ろう意識を記録し，夢の起源について深層心理の分析を試みるな
ど，夢・睡眠に関わる夥しい数の記録を残す努力をしている。こうした夢
をめぐる考察は，明らかに彼の思想の極めて重要な部分に関与している。
意志の力や理性の統御が欠如する状態としての夢，また身体の状態と深層
心理の両方が絡み合う悪夢との格闘から，医学・生理学的知見の拡大ばか
りでなく，悪の起源に関する考察，同時に空想，理性，想像力といった人
間の精神の諸機能の考察もまた促されているのがわかる。
本論で取り上げる ‘The Pains of Sleep’ は，1803年 9 月にロバート・サウ
ジー（Robert Southey, 1774-1843）宛書簡の一部として書かれた詩が改訂さ
れて，1816年，‘Kubla Khan Or, A Vision in a Dream: A Fragment’，‘Christabel’ 
と共に出版された。本論では，覚書や書簡に見出せるコウルリッジの身体
意識や夢体験を契機とする洞察に照らしながら，この詩が表す “pains” の
意味を明らかにし，彼にとって夢（特に悪夢体験）が，詩や思索（特に悪夢
における悪しき熱情の起源の考察）に与えた影響を探ってみたい。
I. ‘The Pains of Sleep’ の背景
　 1．「心理学」の諸相
現実の肉体と精神を苛む痛みや恐怖を赤裸々に語る ‘The Pains of Sleep’ 
（以下，‘Pains’ と省略）は，1816年に共に発表された幻想詩とは異質な詩に
見える。実際，コウルリッジがこの詩を少なくとも ‘Kubla Khan’ とは対
照的なものとして意識していたのは事実である。‘Kubla Khan’ は，その副
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題が示すように，夢を起源とするヴィジョンを描く。出版される際に添
えられた序文は，大いに物議をかもすことになる制作過程とこの作品が
断章（fragment）となる経緯を語っているが，その最後に，「このヴィジョ
ンと対照をなすものとして，性質は大きく異なるが，同じように忠実に，
苦痛と病気の夢（the dream of pain and disease）を描いた断章を添えた（PW I 
(Part 1), 512）と，‘Pains’ に関してごく簡単な言及がある。そもそも，‘Kubla 
Khan’ 自体が，‘Christabel’ に添えられるような形で発表され，出版に至っ
たのも，あくまで「名声にふさわしい偉大な詩人」（バイロンのこと）に
求められたからであって，著者自身の意見では，「詩的な
4 4 4
価値があると思
われたからというより，心理学的な珍しさゆえに（rather as a psychological 
curiosity, than on the grounds of any supposed poetic merits）」世に出したのだと
コウルリッジは述べている（PW I (Part 1), 511）。この言及については最後
に触れ直すことになるが，断章・断片としての性格が顕著な 3作品を一緒
にして1816年に出版するとき，それぞれが担う，夢や眠り，意志や意識・
無意識といった問題をめぐる「心理学的」価値をコウルリッジは意識して
いたと見られる。
　 2．夢に対するアプローチ
古来，夢への関心は，東西を問わない普遍性を持つ。夢は宗教と深く関
わり，また，古代ギリシャで顕著であったように，病気とも関連づけられ
てきた
 1）
。伝統的な夢に対するアプローチをざっくりと分類するなら，神
からのお告げのように，夢を超自然的なものとして捉える考えと，肉体
的・生理的作用の結果として起こる自然現象と捉える合理的な考えに分け
られるが，この両方が流れこみつつも，それらが非常に複雑に絡み合う様
相を見せ始めたのがコウルリッジの時代だったと言えるだろう。
夢は，人間の精神・魂の探求に関わる重要な現象として，プラントやア
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リストテレスを始め，デカルトやハートリ （ーDavid Hartley, 1705-57）など，
コウルリッジの哲学的素養の形成に寄与した哲学者たちの多くが，夢・睡
眠について考察している
 2）
。加えて，ロマン派時代，1790年代から1830年
代にかけては，人間の脳・神経についての研究の発展が，夢に対する合理
的な説明を強く促した時代で，医学・生理学・解剖学的見地から多数の論
文が書かれる
 3）
。彼が直接語り合って影響を受けた同時代人には，生理学
者・医師・哲学者・詩人のエラズムス・ダーウィン（Erasmus Darwin, 1731-
1802），医師で哲学者のトマス・ベドウズ（Thomas Beddoes, 1760-1808），化
学者ハンフリー・デイヴィー（Humphry Davy, 1778-1829）などが含まれる
（CN I, 188n）。特にダーウィンの『ズーノミア（Zoonomia）』（1974）には，
眠りと夢想についてまとまった記述があり，コウルリッジの夢に対する
アプローチに大いに影響を与えたと考えられる
 4）
。ダーウィンらの生理学
的説明や，ハートリーの連合論的説明に惹かれる一方で，コウルリッジ
は，夢における活発な原理を強調するアンドリュー・バクスター（Andrew 
Baxter, 1686?-1750）にも大いに魅力を感じていた
 5）
。
彼の時代の夢に関する論考は，哲学と医学の両方から，あるいはそれら
の領域が重なるところから盛んに出てきた。ニール・ヴィカーズは，哲学
的な考えに照らして医学の進歩を説明しようとする試みとしての「哲学的
医学（philosophical medicine）」に関わるコウルリッジの活動を浮き彫りに
している。医学は，たとえば，我々が皆「一なる生命（One Life）」だと認
識する手立てとなるような，すべての生き物に内在する共通の基盤はある
か，といった形而上学的問題と緊密に結びついていたことをヴィカーズは
強調し（Vickers, 1），特に ‘The Pains of Sleep’ が書かれた頃に出版された
ベドウズの『ハイゲイア（Hygëia : Essays Moral and Medical, 1802-3）』が，コ
ウルリッジに与えた影響を重視している。
当時のさまざまな医学・生理学情報，たとえば，睡眠中の体勢が夢に
夢を生きるコウルリッジ（1）
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与える影響の指摘，寝る前に重い食事，消化不良が悪夢の原因になると
いう所見など，具体的な身体起源の影響の説明が，コウルリッジの夢の
理解の一部を形成していた可能性は高く，同様の因果関係を確認している
ような覚書は数多い
 6）
。実際，阿片の影響で胃腸の不調に絶えず苦しむこ
とになった彼は，消化作用が自分の悪夢に直接的影響を与えることを強く
意識し続けた。ただ，精神と肉体，病気と夢のあいだで起こっていると彼
が信じたものは，純粋に身体に沿った言葉だけでは表現しきれないもので
あることを，彼はますます強く感じていったと考えられ，自分の洞察を
説明するための厳密な用語を求めて苦労した結果自ら考え出した造語が 
“psychosomatic”（心身相関の） 7）だったとジェニファー・フォードは説明し
ている（Ford 1998, 166）。
コウルリッジの生きた時代は，医学論争の盛な時代であり
 8）
，彼自身も
それに加わることになる。また，エレンベルガーに拠ると，彼の時代は，
まさに力動的精神医学（dynamic psychiatry）成立の時期に当たる
 9）
。その草
分けであるメスメル（Franz Anton Mesmer, 1734-1815）の動物磁気説による
催眠術（メスメリズム）は，早い時期からコウルリッジを魅了している
 10）
。
同時代の無意識に関わる発見は，彼の夢に対する見方に大いに影響を与え
たと考えられ，こうした精神の科学の発展を背景に，彼の夢体験を契機と
する考察も，ますます複雑な様相を見せていくことになる。
　 3．心身の危機と阿片剤の常用
　‘The Pains of Sleep’ が書かれた1803年秋から冬にかけては，コウルリッ
ジにとって心身ともに最悪の時期だった。前年に書かれた ‘Dejection An 
Ode’ では，家庭不和の苦悩やセアラ・ハッチンソン（Sara Hutchinson）
への切ない想いが行間に滲み出る中で，「生来の快活な精神は萎え（My 
genial spirits fail）」（39行）と，詩人としての苦悩が歌われていた。詩人
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にとって何より耐え難いのは，「苦悩がひとつ訪れるたびに，生来の
自然の賜物，私の造形する精神である想像力が，一時停止させられる
（each visitation/Suspends what nature gave me at my birth,/My shaping spirit of 
Imagination）」（84-86行）（PW I (Part 2), 695-702）ことだった。クライスツ・
ホスピタル時代（1789年か90年），黄疸とリューマチ熱で多くの時間を病棟
で過ごすことを余儀なくされた彼が制作したソネットは，頻繁に襲って
くる痛みを「海ほどの大量の苦痛が手足一本一本を貫いて波打つようだ
（Seas of Pain seem waving thro’each limb）」（ 7行）と歌い，「苦痛という暴君
（Tyrant Pain）」に喜びを追い払われて，夜通し荒々しい動悸に見舞われ眠
れない苦しみを訴えていた（PW I (Part 1), 23）。10代のコウルリッジから生
の喜びを奪った身体の痛みは今，精神的苦痛と合体し，生来の精神機能に
危機をもたらす。実際，‘Dejection’ の後しばらく詩らしい詩は書かれず，
1803年の詩作品に至っては，唯一まとまった形をとったのが，書簡の一部
を構成していた ‘The Pains of Sleep’ だった。
1800年から1801年に膝や踵に激しい痛みを伴う腫れや，潰瘍，腫れもの
に苦しんだコウルリッジは，阿片剤を常用し始めたが，持病の悪化に加え，
彼の苦悩をいや増しにしたのは，鎮痛剤として服用していた阿片の習慣性
だった。ギルマン（James Gilman, 1782-1839）の伝記に拠ると，コウルリッ
ジは，膝の腫れや動悸，身体中の痛みを伴うリューマチと思われる病気で，
6カ月近くも臥せっていたときに，真の性質を知らずに，症状を即座に取
り除いてくれる「魔法のような阿片の効果」にだまされたという。たまた
ま参照した医学関係の本や雑誌に，自分と同じ症例の回復例を見つけ，紹
介されていた薬（Kendal Black Drop）が手に入ってしまったのが常用のきっ
かけだったらしい（Gilman, 246-47）。当時の医療の実態を伝えるヴィカー
ズの解説を読むと，医学関係の著書に手を出す癖のあった彼が，当時の最
先端の医学情報を提供する文献に頼りながら，自分の病気に自分で診断を
夢を生きるコウルリッジ（1）
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下し，治療法を実験したのは，それほど無謀な行為だったとは思えなくな
るが
 11）
，‘Pains’ が書かれたのは，阿片の習慣性にコウルリッジが気づいて
間もない頃だった。
II. “Pains” の意味
　 1．安眠のための「苦労」
　‘The Pains of Sleep’ の原形は，1803年 9 月11日付サウジー宛て書簡に挿
入される。スコットランドへの徒歩旅行で，途中まで同行していたワーズ
ワス兄妹と気まずく別れた直後の，精神的・肉体的に極限状況で書かれた
ものだった。この手紙でコウルリッジは，一人で263マイルもの距離を 8
日で歩いたこと，阿片剤を控える努力などを書きつつ，「ほんとうに寝る
のが怖い」と訴えている（CL II, 982）。直接的な睡眠の妨げになっていた
のは，極限まで肉体を追い込む無茶な移動で腫れ上がった足の「実体的な」
苦痛（substantial Misery foot-thick）でもあっただろう。こうした近況報告
の後に，最近の自分の夜を「事実通りに叙述したもの」（CL II, 984）と彼
が呼ぶ詩が書き添えられる。ここで引用するのは，この書簡に挿入された
ままの形で，当時のコウルリッジの状態を浮き彫りにするために，1816年
に出版される際の改訂箇所の主なものを拾い，詩の右側に示す（PW I (Part 
2), 753-55，Variorum Text, 963-67参照。句読点や大文字・小文字，語の配置の変
更などは取り上げない）。 3連から構成される詩の第 1連を見てみよう。
When on my bed my limbs I lay,  When  ⇒  Ere
It hath not been my use to pray 
With moving Lips or bended Knees; 
But silently, by slow degrees, 
In humble trust my eyelids close, 
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With reverential Resignation 
No wish conceiv’d, no Thought exprest, 
Only a sense of Supplication; 
A Sense o’er all my soul imprest 
That I am weak, yet not unblest: 
Since round me, in me, every where, 
Eternal Strength & Goodness are!―
（寝台に四
から だ
肢を横たえる前に私が決まってしてきたことは，／唇を動かしひざ
まずくことではなくて，／黙って，ゆっくりと少しずつ，／こころを鎮めて
「愛」に向かうこと，／謙虚に信じ，目を閉じて／敬虔に身を任せ／願いを抱
くことも，思いを表すこともなく，／ただひたすら祈りの意識
4 4
だけを／一つ
の意識だけを，魂の全体に刻み込む，／私は弱いけれど恵みを受けないわけ
ではない，／私の中に，私のまわりに，至るところに／永遠の力と知恵があ
るのだから，と。）
この冒頭で触れられる祈りの習慣は，コウルリッジの夢体験の原風景
と重なる。共感的なアプローチでこの詩について語るメアリ・ウェッド
は，コウルリッジの子供時代に悪夢経験の原点を辿る。リューマチ熱に冒
された 7歳の体験や， 6歳のとき『アラビアン・ナイト』に強烈な印象を
受けたせいで暗がりでは必ずお化けが出たと語る彼の証言（1797年10月 9
日付トマス・プール宛書簡，CL I, 347）を彼女は引用し，同じ自伝的書簡の中
で言及される，怖い夢を見ないように彼が行っていたお祈りの習慣に注目
させる（Wedd, 1）。 4人の使徒に呼びかけるお祈り（Matthew! Mark! Luke! 
& John!/God bless the bed which I lie on./Four Angels round me spread,/Two at my 
foot & two at my bed [head]）（CL I, 348）は，1916年生まれのウェッド自身が
夢を生きるコウルリッジ（1）
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子供の頃にまだ残っていた習慣だというが，これを ‘Pains’ の冒頭でコウ
ルリッジは想起しているようだ。この書簡が伝える幼いコウルリッジは，
熱に浮かされた夢うつつの中で，「醜いモノの大群が自分に襲いかかって
くる（armies of ugly Things bursting in upon me）」悪夢を見るが，寝台の足元
と頭に 2人ずつ， 4人の天使が魔物を退けているヴィジョンを見ている。
　‘Pains’ 執筆当時30歳，翌月には31歳になるコウルリッジの入眠前の習慣
は，一種の瞑想法のように見えるが，この心の整え方を，ウェッドは，「自
らの不足を認識しつつ，ゆったりと完全な信頼をもって高次の力に従う，
人間の魂の非常に美しく心を打つ穏やかな叙述」と評し，「一なる命」の
意識状態に入ることを示唆すると述べている（Wedd, 2）。
しかし，魂にとって望ましい儀式も，深刻な身体的・精神的問題を抱え
る人間にとっては，願った効果をもたらしてくれないのが現実で，1803
年 9 月 8 日付の覚書（CN I, 1496）にあるように，「眠るためなら何でも
（anything for sleep）」というのが，追い込まれたこの時期のコウルリッジの
本音だろう。祈りの形をとった一種の瞑想法は，できるだけ薬に頼らずに，
高ぶりがちな神経を鎮めようとする現実的な悪夢対策なのかもしれない。
詩の冒頭に焦点を当てると，タイトルの “Pains” の意味として，自然に連
想される「苦痛」の他に，眠りにつくための「骨折り・苦労」の意味が見
えてくる。
　 2．悪夢体験の「苦痛」
第 2連には，紛れもなく，悪夢体験の苦しみが描かれる。
But yester-night I pray’d aloud 
In Anguish and in agony, 
Awaking from the fiendish Crowd  Awaking  ⇒  Up-starting
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Of Shapes and Thoughts that tortur’d me!  この後以下の1行を挿入 :
Desire with Loathing strangely mixt,  
On wild or hateful Objects fixed: 
Pangs of Revenge, the powerless Will,  Pangs  ⇒  Thirst
Still baffled, & consuming still,  
Sense of intolerable Wrong, 
And men whom I despis’d made strong 
Vain-glorious Threats, unmanly Vaunting,  この行と次の行は削除
Bad men my boasts & fury taunting 
Rage, sensual Passion, mad’ning Brawl,  
And Shame, and Terror over all! 
Deeds to be hid which were not hid, 
Which, all confus’d I might not know, 
Whether I suffer’d, or I did: 
For all was Horror, Guilt & Woe,  
My own or others, still the same, 
Life-stifling Fear, Soul-stifling Shame! 
（だが昨夜私は，激痛に悶え／思わず声に出して祈った。／私を責め苛む形や
思いが作る／悪鬼の群れに目が覚めて〔ぎょっとして飛び起きて〕。／嫌悪と
奇妙に混じり合う欲望が〔毒々しく赤い一筋の光，〕／野蛮で憎悪に満ちた対
象に惹きつけられる。〔足踏みならす群集，〕／突き上げる復讐心〔復讐の渇
き〕，無力な意志は／常に勢いをそがれ，常に燃え尽きる〔なお燃え続ける〕。
／耐え難い悪の意識 or虐げられているという意識／そして私が蔑んだ者たち
が〔ばかりが力を振るう。〕／慢心の脅しや，卑怯な自慢を強くして，／悪人
たちが，私の誇りと激怒を嘲り，／憤怒，肉欲的な情念〔ばかげた情念〕，狂っ
A lurid light, a trampling 
throng,
& consuming  ⇒  and yet 
burning 
⇒ Fantastic passions! 
maddening brawl! 
⇒ For all seemed guilt, 
remorse or woe, 
夢を生きるコウルリッジ（1）
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た争い，／そしてあらゆるものに覆いかぶさる恥辱と恐怖！／隠されるべき
行為が隠されず，／完全に混乱し，私にはわからない，／自分がその行為を
されたのか，自らしたのか。／すべてが罪悪感，自責，苦悩の様子を帯びて，
／私のものでも他人のものでも同じこと，／恐怖が命を，恥辱が魂を，窒息
させるのだから！）（＊〔　〕内は1816 年版訳）
恐ろしい罪の恐怖，自分が邪悪な行為の被害者か行為者か不明であるこ
と，そして悪鬼のような悪夢の形象の与える窒息感は，‘Ancient Mariner’ 
の世界を彷彿とさせる，とマグヌスンは指摘する（Magnuson, 66）。 2行目
の agonyは，聖書では受難の直前のキリストの苦悶を表す特別な語で（ル
カ，22章44節），この心身どちらとも区別し難い苦痛を表す語は，悪夢の痛
みの特徴を際立たせる。1803年の草稿は，友人サウジーに，自分の窮状を
示して理解を得たいというせっぱつまった気持ちで書かれたことをうかが
わせる。1816年版では，推敲不足で存在していた欠点が改訂され，いくつ
かの生々しい表現が改変・削除されているのがわかる。「憤怒」や「肉欲
的な情念」は，「ばかげた（Fantastic）情念」にまとめられ輪郭をぼかされ
る。1803年版のほうは，半ば抑えられていたさまざまな負の激情の噴出と
して悪夢が体験されていることが，より生々しく感じ取れる。
1803年 9 月13日付アレグザンダー・ウェルズ（Alexander Welles，医師ベド
ウズから勧められた薬の専売権を持つ人物）宛の書簡で，コウルリッジは，自
分の病が「無緊張性痛風（atonic gout）」だという認識を示し，この持病を
「悪鬼（the Fiend）」と言い換えている。起きている間，「理性と意志を所
有している限りにおいて（as long as I am in possession of Reason & Will）」こ
の病気の激しい苦痛と距離を置くことができるが，眠ると苦痛が恐怖（つ
まり夢魔）と化すと訴えている（CL, II 986）。‘Pains’ の第 2連に話を戻せば，
7・ 8行目の「突き上げる復讐心，無力な意志は／常に勢いをそがれ，常
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に燃え尽きる」と，1803年段階では書かれていたが，こうした無力な「意
志」のイメージが，この極限状況では現実感のある表現だったのかもしれ
ない。
コウルリッジは，阿片剤を習慣的に服用し始めると，副作用と一時的な
自制の結果として便秘と下痢を繰り返す症状に苦しむことになる。嘔吐，
発汗などを伴う胃腸の不調の症状は阿片剤がもたらす作用だと彼は認識で
きず，むしろ悪夢への対抗措置として阿片が必要だとしばらくは思って
いた。‘Pains’ に描かれる苦痛は，阿片剤がもたらす直接的影響ではなく，
阿片剤の服用を控える試みに伴う症状と推察されている（Holmes, pp. 354-
55）。モリー・レフェビュアは，この悪夢の描写を，「薬物との甘美な蜜月
が苦々しいものとなり，恐怖が歓喜に取って代わるときに，薬物中毒者の
身に起こることをほとんど臨床的に述べたもの」と評している（Lefbure, 
28）。「ほとんど臨床的な描写（almost clinical description）」という表現には
留意しておこう。
痛風に対する治療薬で，悪夢が軽減したこともあったようだが（CL II, 
1005），効果は長続きせず，そのうち彼は自分の病気が単なる痛風ではな
く，主として皮膚の病気だと考え始める（1804年 1 月11日付サウジー宛書簡，
CL II, 1027）。同じ書簡で自分の健康状態を「天候の奴隷」と表現し，温暖
な地への転地療養の必要性を実感しているのがわかる。
　 3．「罰」としての悪夢
第 3連には，悪夢の衝撃がもたらす，さらなる精神的苦痛が描かれる。
Thus two nights passed: the Night’s Dismay Thus  ⇒  So
Sadden’d and stunn’d the boding Day.  boding  ⇒  coming
I fear’d to sleep: Sleep seem’d to be ⇒ Sleep, the wide blessing, 
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seemed to me
Disease’s worst malignity. ⇒  Distemper ’s  worst 
calamity.
The third night when my own loud Scream
Had freed me from the fiendish Dream, freed  ⇒  waked
O’ercome by Sufferings dark & wild, strange  ⇒  dark
I wept as I had been a Child―
And having thus by Tears subdued
My Trouble to a milder mood― Trouble  ⇒  anguish  
Such punishment[s], I thought, were due thought  ⇒  said
To Natures, deepliest stain’d with Sin:
Still to be stirring up anew ⇒ For aye entempesting 
anew
The self-created Hell within; ⇒ Th’ unfathomable hell 
within,
The Horror of their Crimes to view, Crimes  ⇒  deeds
To know & loathe, yet wish & do!
With such let Fiends make mockery― ⇒ Such griefs with such 
men well agree,
But I― O wherefore, this on me? 
Frail is my Soul, yea, strengthess wholly,
Unequal, restless, melancholy;
But free from Hate, & sensual Folly! 
To live belov’d is all I need, live belov’d ⇒ be loved
And whom I love, I love indeed―
（下線は筆者。なお，詩テクストの行あきは，修正箇所の説明を入れるための
⇒ But wherefore, 
wherefore fall on me?
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便宜的なもの。）
（そのように二晩が過ぎた。夜の心の動揺は／次の不吉な一日〔次の一日〕に
陰鬱な衝撃を与えた。／眠るのが怖かった，眠り〔という遍く与えられる恵
みが，私には〕は，／病が引き起こす最悪の悪意〔苦難〕に見えた。／三度
目の夜，自分の大声の叫びで／嫌な夢から解放された〔目覚めた〕が，／暗
く〔不可思議で〕狂おしい痛みに圧倒され，／まるで自分が子供であったか
のように，私は泣いた。／そして，こうして涙で自分の苦悶を鎮め／少し気
分が落ち着いたとき，／私は思った〔言った〕，このような罰に相応なのは，
／最も深いところが罪で汚されている本性だと。／自らが作り出す内なる地
獄を，常にあらたに搔立てるとは，〔内にある底知れない地獄を／常に激しく
煽り続けて，〕／自らのおぞましい行いを，眺め，／知り，憎悪してなお，願
い，行うとは〔行うことへの相応の罰だ〕。／そのような人間を悪鬼たちがな
ぶり者にしようとかまわない〔これほどの憂き目は，そのような人間にこそ
ふさわしい。〕／だがなぜ私が，ああ，なにゆえにこれが私に？〔なにゆえに，
なにゆえに私の身に降りかかるのだ，〕／私の魂は弱く，確かにまったく力を
失い，／均衡を欠き，落ち着かず，憂鬱だが，／憎しみや肉欲にまかせた愚
行とは無縁なのに。／私に必要なのは，ただ愛されて生きること〔愛される
こと〕，／そして愛する人を，私は心から愛す。）
1803年版も1816年版も，同じように一種の地獄絵が描かれている。すなわ
ち，自らの行為のおぞましさを思い知らされてもなお，そのおぞましい行
為を望んでやってしまう（あるいはやらざるをえない）という，永遠に繰り
返される循環のイメージだ。この地獄は，一体どこにあるのだろうか。引
用の下線部分に関しては，改訂によって，下線部の次の行で such menと
受けられる罪深い人間の罪の内容の説明であることがわかりやすくなった
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印象がある。つまり，これほどひどい悪夢に責め苛まれる罰を受けるにふ
さわしい者がいるとすれば，人間性の最も深いところが罪で汚された人間
であって，その罪とは，内にある底知れない「地獄」を煽り続けること
だと解せられる。最初の段階では，「自分が作り出す内なる地獄を常に新
たに呼び起こすように」すること自体が，悪夢に責め苛まれる苦痛＝罰の
内容の要約のようにも読める。改訂後の地獄絵は，such menとして客体
視される罪人の精神の表象として，「私」の精神とはかろうじて区別され
ている印象があるが，改訂前は，自分の悪夢体験の苦痛＝罰が，地獄と重
なるように見える。地獄は，自己の深層心理に根ざすのではないかという
不安をほのめかしつつ，肉体と精神を脅かす現実を受け入れ難く苦悩する
生身の人間の姿が見えてくる。そして悪夢を見る者の心身の苦痛に「罰」
が分かち難く絡まっている。こうしてみると，第 1連は眠る行為に関す
る「苦労」，第 2連は悪夢体験の「苦痛」，そして第 3連は，悪夢体験を何
らかの「罰」とみなす見方の提示と，そのような考えが悪夢を見る当人に
与えるさらなる精神的苦痛が示唆されていることがわかる。本論冒頭で引
用した1805年 9 月 6 日の覚書の，蚋を罵った
4 4 4
せいで感じた「痛み（Pain）」
にも，「罰」の意を重ねて読むべきかもしれない。
III. 契機としての悪夢
　 1．悪夢の残す衝撃
　‘Pains’ の「地獄」の描写の前に，「夜の心の動揺は／次の一日に陰鬱な
衝撃を与えた」とあった。悪夢がコウルリッジに与えた衝撃の性質を理解
するには，『ノートブック』に記された夢に関する彼の所見や詩が助けに
なる。1796年の覚書では，「頭で十分に分かっている不安や希望
4 4 4 4 4
に，鮮烈
な感覚から成る感情
4 4
を与えることで，夢はときに有用である」（CN I, 188）
と述べている。1804年 4 月17日付の覚書には，夢が与える感情の鮮烈さを
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体感する自身の姿を刻んだ短い詩が書き残されている。「深い悲しみに溢
れ涙にかきくれる私の夢」という前書きの後，眠っている間に泣いて，目
覚めると，涙に濡れた頬の下で枕が冷たくなっているという経験が歌わ
れる。そして「自分の夢が（あまりに過去に忠実であるか，あまりに予言的で
あるために）／なぜ泣いたのかを考えたとき／それを夢として想起できず
に／目を開けたまま，白昼に／熱に浮かされた男はまた泣かずにいられな
い」と結ぶ（CN II, 2018; PW I (Part 2), 762, ‘Tears and Sympathy’）。コウルリッ
ジは悪夢が自分にとっていかに実体を伴うものかを書簡で再三訴えている
が，彼の存命中は発表されなかったこの詩は，夢が現実に食い込む感覚を
ありありと伝えている。‘Pains’ で「子供であったかのように泣いた」と
描かれた 1行も，悪夢体験において夢を見る者の精神がいかに無防備な
状態に置かれるかを表現している。「眠ることが怖かった」という1803年
の草稿の吐露は，阿片の常用者の刻印とも言われるが（Holmes, 293），苦
痛に寄り添うためには，無防備な心が繰り返し痛めつけられる経験がど
れほどの苦しみを覚醒時の意識にもたらすかを想像する必要がある。覚
書の中では，詩の後に，夢体験に触発されたように，“And now for the 
Metaphysics” と気持ちを切り替え，形而上学的考察が続くところが，い
かにもコウルリッジらしいのだが。
　 2．悪夢の触感，意志作用
1800年11月28日の覚書には，鮮烈な悪夢の内容の記録があり，夢の中の
感触と現実の身体に起きた現象との不可思議な結びつきが記されている。
「恐ろしい夢を見た，女の姿形は暗闇と混じり合い，私の右目を摑んで引
き抜こうとする―私は女の右腕をぐっと摑んだ―ぞっとする感触―
ワーズワスが私の悲鳴を聞いて，大声で叫んで私に呼びかけた―私は彼
の叫びを聞いて，彼が来てくれないのは冷たいと思った／だが彼の叫びが
夢を生きるコウルリッジ（1）
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三度繰り返されるまで目を覚まさなかった―女の名はエボン，エボン・
サルド―目覚めたとき，私の右の瞼が腫れていた」（CN I,  848）。この時
期から1803年の絶不調期へと続く苦悩を象徴するようなこの夢について，
ホルムズは，ワーズワスの冷たさという半ば抑圧されたコウルリッジの感
情に， 2人の友情における心理的関係性の変化を見る（Holmes, 293）。ワー
ズワスに対する劣等感や羨望は，この時期以降のコウルリッジが抱える根
深い負の感情となり，これは ‘Pains’ で渦巻いていた激情にも流れ込んで
いたと推察できる。
この覚書に明らかなように，悪夢体験においては，視覚以上に，触覚が
決定的な働きをする。1803年12月13日付の覚書（CN I, 1726）にも，夢にお
ける感触の記述が際立っている。冒頭で，自分が見る悪夢は，しばしば同
じような種類の夢であることが記され，ケンブリッジ大学やクライスツ・
ホスピタル時代の光景や人物が，彼の悪夢に素材を提供する過去の記憶で
あることが示される（CN II, 2539）。1805年 4 月 9 日付の覚書でも，「学校
や机などが出てくるのは決まって私の具合が悪いときだ。疑いなく私の
不調が始まったあの頃の印象は，それほどまでに深かったのだ！」と述
べ（CN II, 2539），マルタ島へ渡航中の1804年 5 月13日深夜の覚書には，悪
夢の世界を，「幼い子供時代からの過去の人生の恥辱と不幸のすべてがご
ちゃごちゃと積み重なって，恐怖と自虐のひとつの嵐のような光で赤銅色
に輝いた伏魔殿」（CN II, 2091）と表現している。そのような過去を起源と
するらしき1803年12月の覚書に話を戻せば，嫌がらせをする少年，助けを
求めて呼んだのに自分をいじめる側に回る友人たち，「大学の娼婦」も登
場し，性的な要素も色濃い。この夢の記録は，複数の夢の連続性，夢の起
源として痛みを意識し（「脇腹のかすかな痛みが，拳骨で私を殴る男を生み出し
た」），いわゆる二重感触の記述があり，現実の「苦痛」が夢の中で特殊な
変容を遂げるという認識，感情を左右する抑圧の力の認識，夢の中の意志
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の働き，睡眠状態と覚醒状態のはざまの意識のありようなど，夢にまつわ
る注目すべき記録の宝庫である。とりわけ，この覚書の最後の部分は，夢
の中の意志の働きについて興味深い記述になっている。「目覚めようと決
めて，私は寝台から起き出す夢を見る，そして夢の中で叫び声を上げ
4 4 4 4 4 4
よう
という意欲を持ち，またその意欲から，実際にも叫んだ／……こうしたこ
とすべてを，私は夢の中で，自分の目が半分開いていて，同時にまだ眠り
の影響を受けている結果であると説明した／そのとき思っていたのだが，
意に反して再び眠りに落ちてはなるまいと，半ば体を起こしてもがき，そ
の結果息ができなくなった／そのとき私は叫んだのだ，意志の力で／そし
てその直後に実際目を覚ました」。夢の中での痛み（これは現実の肉体の脇
腹の痛みと重なっている）が引き金となって，覚醒に向かう意識の動きを記
述した記録の中で，夢の中の意志の働き（volition）と，最後に彼を実際に
覚醒させる叫びを上げさせた意志（will）とを区別している点は興味深い
（訳では，volitionを「意欲」と訳して willと区別している）。この一連の記述の
最後に，「《夢》についての瞑想にまる一日か数日専心しなければならない。
数日？　むしろ，数週間だ！」という決意表明がある。実際，夢の考察は，
長らく彼の心を占めることになり，この時期あたりから，夢の考察が劇的
に発展・深化を見せ始めるように思われる。
眠りの中での理性・意志の機能の一時停止は，ダーウィンが『ズーノ
ミア』の睡眠について論じるときに，真っ先に触れている点でもある
 12）
。
自分の病気が主として皮膚の病気だと考えていた時期の覚書に，コウル
リッジは，ワーズワスの心気症（hypochondoriasis）と自分の症状を区別
する点として，「肌に直にぴったりしたズボンを穿いたときの皮膚の異常
や，自分の胃の感覚が天候，とりわけ湿気が多く，激しい雨が降るような
天候に，惨めにも気圧計のように依存している事実に例証される，自分の
皮膚の極度の冒されやすさと胃と腸間膜が皮膚の疾患に即座に交感する
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こと（The exquisite Affectibility of my Skin, & the instant Sympathy of my Stomach 
and mesenteries with the Affections of the Skin, exemplified in the shocking Effect 
of wearing the black Pantaloons next to my Skin, & in my miserable barometrical 
Dependence of my Stomach Sensations on the weather especially damp & wet-stormy 
weather…）」（CN I, 1826）と，非常に専門的な言い回しで，自分の症状を説
明している。同じ時期，彼は，胃の不調が精神に与える影響を端緒として，
さまざまな病気について考え（CN I, 1822），皮膚の状態に意志作用（volition）
や意志作用の感覚と意識が関係していることに言及している（CN I, 1827）。
　 3．苦痛の変容
コウルリッジは，肉体的苦痛に起因する悪夢の苦しみに関しては，現実
の痛みと夢の中の痛みの程度の違いに驚き（CN II, 2838），身体的な問題が
感情に作用して夢に影響する事例として，暴飲がもたらす惨めさが悔恨を
伴う嫌悪と恐怖の対象のイメージとなったり（CN II, 2457），痛みや不快感
の結果，暴力的な怒りが夢の中で生じたりするという認識を示す（CN II, 
2613）。こうして彼は，現実の感覚的な痛みが，睡眠中に負の感情を喚起
し，悪夢の中の道徳的悪のイメージを作り出すという考えを深めていく。
身体的不調がもたらす悪夢が，特異な「悪」のヴィジョンで彼に強い印
象を与えた事例が，1805年 3 月 4 日付の覚書に見出せる。知り合いの子供
たちと日中遊んで過ごし，床に就いたときに腹の具合が悪く，苦しみと恐
れが入り混じった悪夢を見る。自分の意志と相容れない意志，外的な形
をとる悪意ある意志がもたらす，実際に摑まれたり触られたりする観念
と感覚が記録されている。彼は悪夢の中の触感や重みを，「抽象的な触感
（abstract touch）」，「抽象的な重み（abstract weight）」と表現する。この夜い
くつか見た最後の夢から目覚めるときの心の状態は，‘Pains’ の悪夢の中の
「子供であったかのよう」な感覚に似ているが，ここでは，「真の悪夢・夢
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魔（a true Night-mair）」とはいえ「激しくはない（mild）」ものだったせいか，
心理的に多少の余裕があるように見え，「自分の声が母親の耳に届くとこ
ろにいることを知っている，たいした怪我はしていない子供のように，早
めに声を上げた」とある。彼に悲鳴を上げさせたのは，夢の中の可愛いは
ずの子供が見せた悪のヴィジョンだった―「その美しい子供の冷笑的で
悪鬼のような悪意にひどく驚いた／最初からその子供には何か恐ろしいと
ころがあって，恐怖はそこから生じていた／―今後はいっそう強い賞賛
の念をもってマクベスのヴィジョンを読むことになるだろう」と結んでい
る（CN II, 2468）。
この覚書は彼の深層心理への興味を強く刺激する夢の記録と言えるだ
ろう。彼は「悪夢・夢魔（nightmare）」を“Night-mair”と綴ることが多い。
これは語源的に「女」を意味する“mair”を意識しているからだ 13）。先に引
用した「エボン・サルド」なる女を始め，彼の悪夢にはよく恐ろしい女が
登場する。ここで悪夢に登場した 2歳半の可愛い女の子もまた，「おとな
しげ（mild）」でいて，彼にとっては真の“Night-mair”なのだ。
　 4．悪の起源と意志・理性の一時停止
悪夢その他の睡眠障害に関する多くの医学的・生理学的発見を見たコウ
ルリッジの時代は，一方で，夢をめぐる迷信的な扱いも健在で，病は不道
徳な行動に対する神からの罰であるとか，魔女の呪縛や悪魔憑きの結果と
見る見方も残っていた（Ford 2004, 118）。コウルリッジは，形而上学的に
は，悪の起源の問題を「私自身の心が納得いくように」解決したという自
信を見せ（CN I, 1619），「神性の本質には，あらゆる形状をとる調和的な作
用の必然があり，その（数ではなく）秩序と体系が―それ自体は卑しく
無秩序で理性的でないが―創造的な活力の顕著な特性をなす」（I, 1622）
と記しもしたが，このような形而上学的解決はあまりに抽象的で，自身の
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恥と罪悪感の説明にはならなかった， とマグヌスンは指摘する（Magnuson, 
67）。夢についての瞑想に本格的に取り組む決意を表明した頃（1803年12
月），彼の心に懸かっていた問題は，自分を苦しめる悪夢の「悪」の起源
の探求だった。
彼は，悪夢の問題を考える際，夢を見る者の身体や神経（nerve）の状
態の重要性を意識しつつ，夢を見るときに働く精神機能そのものに一層注
目するようになっていく。1803年12月28日・29日付覚書（CN I, 1770）は，
夢の性質の中に悪の起源を辿る糸口を模索する決意を語り，覚醒時には人
間の道徳性を保証する思考・理性の機能が，睡眠中は解除され，夢の「観
念連合の流れのような性質（the streamy Nature of Association）」が，夢の中
の悪しき情念に関係していると考える。また，この流れのような性質が譫
妄（Delirium）と結びつく可能性を示唆し，最後に自分の洞察をまとめる
ように，「悪徳は，不完全ではあるが存在する意欲であって，病んだ連合
の流れを与える（Vice is imperfect yet existing Volition, giving diseased Currents 
of association）」と，夢の中の悪についての仮説を立てる。
睡眠中に，理性や意志の機能の解除と同時に活発化する精神機能が「空
想」の働きであり，これが不可思議な夢の形成を助けるわけだが，1805年
4 月の覚書には，「空想と眠りは流れ続け
4 4 4 4
」，それらが「血液や神経の動き
や，体全体および体の異なる部分の体勢や状態から生ずる感覚が精神の中
に押し込めるイメージを，内的衝動に結びつける」と記し，こうした洞察
が悪の起源に関してヒントを与えていると述べている（CN II, 2543）。理性
と空想はこうして，夢を通して，対立する働きとしての立場を確立し，理
性に結びつく想像力の働きを空想力と区別するコウルリッジの意識を強め
ることに貢献するように見える。
さて，夢について真剣に考察し始め，悪夢における「悪しき熱情」に
注目した先の覚書（CN I 1770）において，理性や思考に抑制されること
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なく連綿と続く連合の極致として生み出される譫妄状態が，どの程度ま
で，「苦痛と本性の変質」によって生み出されるか，そしてこの苦痛と
本性の変質とは何か，という問題提起があった。「本性の変質」と訳し
た “Denaturalization” は，OEDによると，「元々の性質を奪うこと，本来
の性質を変えたり歪めたりすること，異常な状態にすること」と定義さ
れ，この意味での初出例として，サウジーとコウルリッジが共同で執筆し
た『雑録集（Omniana）』（1812年）が挙げられている。そこでは，鯉など
の生物の話題で使用されているが，コウルリッジ自身はすでに1801年 4
月28日付のゴドウィン宛の書簡でこの語の動詞形を使用しており（CL II, 
725(#396)），そこでは自分の体調不良がひどいため自分の頭が機能しない
ことを訴えている。悪夢の中の精神状態と言ってもいい譫妄状態の起源に
関する「苦痛と本性の変質」の問題提起は，人間が生来授かっているはず
の本質的な精神機能を奪われることと，極度の苦痛との結びつきを示唆し
ている。
IV. ‘The Pains of Sleep’ の出版の背景
　 1．「病んだ眠り」―1814年の改訂
　‘Pains’ が，1816年に出版されるまでに，生命，生理学，解剖学の熱い論
争の展開を背景に，コウルリッジの医学に対する興味は，ますます強まっ
ていた。医学への深入りは，‘Pains’ が出版される年に書かれた「瘰癧論
（An Essay on Scrofula）」（SWF I, 454），『生命論（Theory of Life）』（SWF I, 485）
といった医学論文にも顕著である
 14）
。
1803年の ‘Pains’ の草稿に改訂を加える機会が訪れたのは，ブリストル
の内科医で当時コウルリッジの治療に当たっていたヘンリー・ダニエル
（Henry Daniel）宛の1814年 5 月19日付書簡だった。1803年に制作した詩
の「断章（a fragment）」として，元の詩の最後の部分を大幅に書き換えた
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「病んだ眠り（Diseased Sleep）」と題する詩行をコウルリッジは書き添え
る―“O, if for such such sufferings be,/Yet why, O God, yet why for me?/
From low desires my Heart hath fled,/On Beauty hath my Fancy fed;/To be 
beloved is all I need,/And whom I love, I love indeed./My waking thoughts 
with scorn repell/Loveless Lust, Revenge [ful] spell:― /O why should 
Sleep be made my Hell.”（CL III, 495）（ああ，もしそのような者にとってこのよう
な受難があるとしても，／なぜ，神よ，なぜ私に向けられるのか。／私の心は卑し
い欲望から逃れ，／私の空想は美を糧としてきた。／（中略）／私の目覚めている
ときの考えは蔑みをもって／愛のない肉欲や復讐心に満ちた呪いを拒絶する。／あ
あ，なぜ眠りが，この私の地獄になるのか。）1803年の草稿で最後を締め括る
メッセージ，自分に必要なのは「愛されて生きること（to live beloved）」は，
「愛されること」に改訂されて途中に挿入され，なぜ自分が地獄を見なけ
ればならないのかという道徳的な問題にだけ的を絞った書き換えになって
いる。この引用の前書きとしてコウルリッジは，1803年の詩は出版する意
図はなく書簡として書いたもので，今後も出版されることはないだろう
と，書き添えている。そして1803年の詩を振り返って，「阿片の使用から
来る，初期の身体的不調の影響下にある私の精神の正確で極めて忠実な描
写」と言及し，当時はまだ体調不良の原因が阿片であるとは知らず，瘰癧
の治療薬あるいは緩和剤として阿片チンキを見つけたことを誇らしく思っ
ていた」と認めている（CL III, 930）。この書簡だけで使用される ‘Diseased 
Sleep’ という題名は「睡眠障害（sleep disorder）」のような響きであろうか。
悪夢は明確に「病気」として意識され，「初期の身体的不調の影響を受け
た（under influences of incipient bodily derangement）」といった言い回しにも，
明らかに医学的な硬い響きがある。
「病んだ眠り」と題しながら，悪夢の内容・本質に触れないことに不足
を感じたのか，ダニエル宛の書簡の最後に，コウルリッジは埋め合わせ
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のように，「夢魔についてのまた別の断章」として，自らの戯曲『悔恨
（Remorse）』（出版は1813年）の一節を引用する（CL III, 931）。悪夢は彼自身
の身体を離れ，イメージ化されている。
この書簡に先立って，1811年 1 月25日に書かれた覚書には，夢について
の洞察が溢れているが，悪夢は睡眠の最中で起こる場合でさえ，外に向け
られた器官の麻痺状態だと記す。真の睡眠中には，五感が一時停止する一
方で，理性のもつ意志作用は，乱されつつも目覚めていること，そして，
悪夢の麻痺の引き金になるのは何らかの痛覚で，空間上の位置は不明だ
が，しばしば胃腸における痛覚であること，などを述べた後，自分が前の
晩に見た悪夢について記し，悪夢は夢遊病に近い白昼夢の一種（a species 
of Reverie, akin to Somnambulism）であると述べている。また悪夢の中の理
性の機能停止についても，悪夢の中の恐怖が本物の恐怖，すなわち危険を
察知した恐れではないからだと，説明している。悪夢の中の恐怖は，歯
痛，痙攣に等しい刺激だとし，「恐怖は痛覚から生ずる
4 4 4
のではなく，それ
自体が特殊な感覚（the Terror does not arise out of a painful Sensation, but is itself 
a specific sensation）」だと述べている（CN III, 4046）。
1803年の草稿で，悪夢の中で「意志」は力を失い，ひたすら抑え込まれ
燃え尽きることになっていた。出版時には，この部分が，狂おしい地獄
の業火のイメージを強く示唆する表現に変えられ，「復讐の渇き，無力な
意志は／常に勢いをそがれてもなお，常に燃え続ける（Still buffled, and yet 
burning still）」と改められた。この改訂には，上の引用に見るような，夢
の中での意志や理性の働きに関する，また，「悪」の起源に関する，より
微妙で，洗練された見方が働いたのかもしれない。悪夢を白昼夢や催眠術
と関連づけて論じる先の覚書において，注目すべきは，このような痛覚か
ら直接生じるのではない特殊な感覚の探求こそが，「最も難しくかつ最も
興味深い心理学的問題」だと述べていることだ。
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ま　と　め
こうしてコウルリッジは，夢の現象を，ますます幻視，呪術，催眠術と
いった現象と関連づけて考えるようになり，すでに制作していた作品に対
する見方も変化したと考えられる。このような現象が人々をますます魅了
していたとき，まさにそれを詩の世界に現出する ‘Christabel’ が出版され
たのであった。‘Kubla Khan’ の序文に戻ると，‘Kubla Khan’ 自体「夢の中
のヴィジョン」と銘打たれ，「心理学的な珍しさ」ゆえに世に出すと述べ
られていた。この詩によって何らかの心理学的に興味深い事例を提供する
という意識がコウルリッジにあったとしたら，睡眠障害の一種としての悪
夢の苦悩を綴り，その起源に人間精神の深淵に渦巻く地獄のヴィジョンを
垣間見せ，また「痛み」にまとわりつく「罰」としての恐怖・恥辱といっ
た負の感情を浮き彫りにした，‘The Pains of Sleep’ という性質の違う作品
に対しても，「心理学的」に（つまり精神に関する科学に供するという意味で）
注目に価する事例を提供するという意識を，とことん「痛み」を突き詰め
た後のコウルリッジが持っていたとしても不思議ではない。「毎晩の悪霊
たちの責め苦から，惨めな一時的救済を日々手に入れるため（to purchase 
daily a wretched Reprieve from the torments of each night’s Daemons）」，すなわち，
恐ろしい痛みと悪夢からただ逃れるために薬に依存し，「悪魔自身の訪れ
を避けるために，自分を悪魔に売り渡し，それによって悪魔の臣下になっ
ている（selling myself to the Devil to avoid the Devil’s own Visitations, & thereby 
becoming his Subject）」（CN II, 2944）と認めることは，呪わしく，苦い経験
だ。彼にとってかつては痛みを鎮める魔法の薬，やがては罪悪感と共に地
獄の苦しみをもたらす悪魔の薬となった阿片の作用に的を絞れば，‘Kubla 
Khan’ が阿片剤との蜜月における彼の精神機能への影響を示唆する詩であ
るのに対し，‘Pains’ は，ダニエル宛書簡に自ら書いていたように，「阿片
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の使用から来る，初期の身体的不調の影響下にある私の精神の正確で極め
て忠実な」臨床的記録なのだ。1816年になって，阿片の毒牙に気づく以前
に書いた ‘Kubla Khan’ を世に出すことになったとき，執筆当時は世間に公
表する気などささらなかった個人的な苦痛を歌う生々しい詩を彼が添える
気になったのも，「臨床的」事例の提示に対する公正の意識，良心的な均
衡が働いたのかもしれない。さらに言えば，自然の賜物としての「造形す
る精神である想像力」を苦悩が一時停止させるという ‘Dejection’ の嘆き
に照らすなら，‘Pains’ はまた，詩が書けないことに対する言い訳にもなっ
ている。1802年は，生来の快活な精神や想像力の機能停止を歌って，自ら
の代表作のひとつとなる会話詩を書き上げたコウルリッジだったが，いよ
いよ心身ともに追いこまれた1803年，‘Pains’ は，この年制作した唯一の詩
として，ある意味で詩人コウルリッジの不在証明になるとともに，思索の
発展を促す心身の極限状況の痛みの意味を集約する「詩」として，彼の人
生にとって記念碑的な作品とも言えるのである。
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12） Erasmus Darwin, ‘Of Sleep,’ Zoonomia, Sect. XVIII.
13） BL II, 70及び『文学的自叙伝 文学者としての我が人生と意見の伝記的素
描』，東京コウルリッジ研究会訳（叢書ウニベルシタス994，法政大学出版局，
2013）653頁訳注参照。
14） 生命論執筆の動機や重要な論点については，小黒和子『詩人の目 コール
リッジを読む』（校倉書房，2001）135-64頁参照。
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